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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
９

９
回

 

四
国

四
国

四
国

四
国
「「 「「
石
鎚
山

石
鎚
山

石
鎚
山

石
鎚
山
・・ ・・
飯
野
山

飯
野
山

飯
野
山

飯
野
山
(( ((
讃
岐
富
士

讃
岐
富
士

讃
岐
富
士

讃
岐
富
士
)) ))
」」 」」
遠
征
報
告

遠
征
報
告

遠
征
報
告

遠
征
報
告
    

    

◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

１
０

月
０

１
日

(
土

)
～

０
３

日
(
月

)
 

◇
参

加
者
；
川

島
 

功
、
沖沖 沖沖
﨑﨑 﨑﨑
吉

信
、
前

田
 

正
、
児

嶋
道

夫
、
橋

本
 

梓
、

大
江

加
予

子
・
徳
子

徳
子

徳
子

徳
子
、
畑

林
清

子
、
生

熊
千

満
子

、
中

前
 

偉
、

樋
口

義
也

、
奥
村

奥
村

奥
村

奥
村
順

夫
、
竹

中
卓

冶
、

高
階

鈴
子

・
美

根
子

、
 

石
橋

石
橋

石
橋

石
橋
哲

郎
・
隆

子
(
紀

ノ
川

S
A
)
、

青
木

宏
充

、
梶

野
照

雄
、

 

河
野

芳
宏

、
佐

藤
宏

子
(
以

上
南

港
)
、
椎
木

椎
木

椎
木

椎
木
 

尭
・

照
子

、
 

三
井

三
井

三
井

三
井
幹

雄
、
田

中
稔

昭
(
以

上
登

山
口

)
。
太
字

太
字

太
字

太
字
；； ；；
車
提
供

車
提
供

車
提
供

車
提
供
者者 者者
。
 

 
 

 
 

２
５

名
。

 

 

四
国

四
国

四
国

四
国
「「 「「
石
鎚
山

石
鎚
山

石
鎚
山

石
鎚
山
・・ ・・
飯
野
山

飯
野
山

飯
野
山

飯
野
山
(( (( 讃

岐
富
士

讃
岐
富
士

讃
岐
富
士

讃
岐
富
士
)) )) 」」 」」

遠
征
決
定

遠
征
決
定

遠
征
決
定

遠
征
決
定
のの のの
経
緯

経
緯

経
緯

経
緯
    

昨
年

、
久

々
の

遠
征

と
し

て
、

北
海

道
の

山
(
４

泊
５

日
)
に

出
向

い
た

。
 

道
内

に
於

い
て

も
又

、
帰

宅
後

も
年

一
回

位
は

遠
征

し
ょ

う
と

の
声

が
多

く
計

画
に

着
手

し
た

。
戸

隠
山

、
北

ア
ル

ブ
ス

な
ど

の
声

が
あ

っ
た

が
、

決

め
る

と
な

れ
ば

迷
う

も
の

だ
。

そ
ん

な
中

、
畑

林
清

子
ち

ゃ
ん

よ
り

四
国

へ

行
っ

た
事

が
無

い
と

の
話

と
私

自
身

も
四

国
へ

３
回

行
っ

た
が

、
四

国
の

山

へ
登

っ
た

事
が

無
く

、
清

子
ち

ゃ
ん

の
一

声
と

幹
事

の
特

権
で

石
鎚

山
と

決

め
た

。
 

遠
征

だ
と

一
座

で
は

も
っ

た
い

な
い

の
で

、
当

初
剣

山
を

セ
ッ

ト
と

し
て

と
思

っ
た

が
ア

ク
セ

ス
時

間
に

問
題

が
あ

っ
て

、
四

国
で

は
存

在
感

の
あ

る

飯
野

山
(
讃

岐
富

士
)
を

セ
ッ

ト
と

し
た

。
 

 一一 一一
日日 日日
目目 目目
    
一
日日 日日
(( (( 土土 土土

)) ))     
曇
り

。
新
宮
発

新
宮
発

新
宮
発

新
宮
発
→→ →→
南
港

南
港

南
港

南
港
フフ フフ
ェェ ェェ
リ
ー

リ
ー

リ
ー

リ
ー
乗
船

乗
船

乗
船

乗
船
 
 

四
国

・
石

鎚
山

と
決

め
て

も
、

交
通

手
段

で
又

迷
う

。
陸

路
だ

け
に

す
る

か
フ

ェ
リ

ー
を

利
用

す
る

か
、

陸
路

の
場

合
ど

の
ル

ー
ト

に
す

る
か

、
和

歌

山
・

大
阪

組
と

の
合

流
は

、
安

全
第

一
の

点
か

ら
レ

ン
タ

カ
ー

２
８

人
乗

り

を
借

り
て

運
転

手
を

雇
う

か
な

ど
。

安
全

・
予

算
・

時
間

が
交

錯
し

た
が

、

ま
あ

ー
落

ち
着

く
と

こ
ろ

へ
落

ち
着

い
た

と
い

う
こ

と
か

、
児

嶋
さ

ん
が

お

隣
の

「
新

日
本

旅
行

社
」

へ
声

を
か

け
て

く
れ

、
フ

ェ
リ

ー
と

宿
泊

の
手

配

を
お
願

い
し

た
。

 

出
発

当
日

、
沖
﨑

宅
１

５
時

３
０
分

に
集

合
も

、
皆

さ
ん
早
目

に
集

合
さ

れ
、
奥
村

・
大

江
・
沖
﨑
車

(
各

８
人

乗
り

)
に
分

乗
し

出
発

。
 

途
中

、
中

前
君

宅
に
立
寄

り
、
龍
神
経
由

で
紀

の
川

S
A
で

石
橋

さ
ん
ご

夫

妻
と

合
流

の
上

、
南

港
へ

。
こ

こ
ま

で
略

予
定

通
り

の
時

間
で

あ
る

。
 

何
年

か
前

、
九
州

に
行

っ
た

時
、

南
港

で
１

時
間
ロ

ス
す

る
大

迷
い

で
大

変
迷
惑

を
か

け
た

の
で

、
今

日
の
東

予
港

行
・
オ

レ
ン
ジ

フ
ェ

リ
ー

乗
場

へ

は
、
徳

子
ち

ゃ
ん

に
先
導

を
お
願

い
し

た
。

 

フ
ェ

リ
ー

タ
ー
ミ
ナ

ル
待

合
室

１
９

時
３

０
分
集

合
と

し
て

い
た

が
、

迷

う
こ

と
な

く
１

５
分

前
に
到

着
し

て
、
此
処

で
大

阪
組

の
青

木
・

梶
野

・
河

野
・

佐
藤

さ
ん

の
４

名
と

合
流

し
た

。
 

 
 

 
 

 

沖
崎

宅
前

出
発

打
合

せ
 

 
 

タ
ー

ミ
ナ

ル
待

合
室

 
 

 
 

船
室

で
く

つ
ろ

ぐ
 

 指
定

の
４

階
１

４
号
室

の
二
等
船
室

(
２

５
人
部
屋
貸
切

)
に

２
０

時
に
入

室
し

、
出

港
２

２
時
迄

の
約

２
時

間
は

、
夕
食

・
入
浴

・
お

し
ゃ
べ

り
で

あ

っ
と
言

う
間

に
過
ぎ

る
。

４
階

フ
ロ

ア
ー

に
は

、
２

５
人

用
の
部
屋

が
６
室

あ
る

が
、
他

の
５
室

は
ガ
ラ
ガ
ラ
状
態

。
２

５
人
部
屋

に
２

０
人

で
は
や
や

窮
屈

か
と

思
っ

た
が

、
半
数

の
方

が
前

の
部
屋

に
移

り
、

お
陰

で
ゆ

っ
く

り

寝
る

こ
と

が
出
来

た
。

２
３

時
３

０
分
放
送

と
同

時
に
船
室
消
灯

。
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行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
1
5
:
3
0
→

道
の
駅
「
龍
遊

」
→
1
7
:
5
5
有

田
I
C
→
1
8
:
1
5
紀

の
川

S
A
→

南
港

南
1
8
:
4
0
→
1
9
:
1
0
南

港
(
乗
船
2
0
:
0
0
)
出

港
2
2
:
0
0
→
東

予
港

へ
。

 

  

二
日
目

二
日
目

二
日
目

二
日
目
    
二二 二二
日日 日日
(( (( 日日 日日

)) )) 
曇
り

時
々
晴

、
山
頂
辺

り
は
ガ

ス
。

 

石
鎚
山

石
鎚
山

石
鎚
山

石
鎚
山
(( (( 石

鎚
神
社

石
鎚
神
社

石
鎚
神
社

石
鎚
神
社
・・ ・・
弥
山

弥
山

弥
山

弥
山
１
９
７

１
９
７

１
９
７

１
９
７
４４ ４４
ｍ
、

ｍ
、

ｍ
、

ｍ
、
天
狗
岳

天
狗
岳

天
狗
岳

天
狗
岳
１
９
８
２

１
９
８
２

１
９
８
２

１
９
８
２
ｍｍ ｍｍ
)) )) 登

山
登
山

登
山

登
山
    

石
鎚

山
は

、
四

国
の
み

な
ら
ず
西

日
本

の
最

高
峰

の
山

と
し

て
、
古

く
か

ら
の

名
山

の
ひ

と
つ

で
役

ノ
小
角

が
初

め
て

登
っ

た
と

か
、
空

海
も
修

行
し

た
と
伝
わ

る
修
験

の
山

で
あ

る
。

 

平
安

時
代
末
期

の
「
梁
塵
秘
抄

(
り

ょ
う
じ

ん
ひ

し
ょ

う
)に

は
、
聖
の

す
み

か

は
ど

こ
ど

こ
ぞ

、
大
峰

、
葛
城

、
石

の
鎚

、
箕
面

よ
勝
尾

よ
、
播
磨

の
書
写

の
山

、
南

は
熊

野
の
那
智

新
宮

」
と

い
う

歌
が
載

っ
て

い
る

。
大
峰

・
熊

野

同
様
修
験

へ
の
関
わ

り
は
深

い
。

 

 
５

時
半

か
ら
船

内
で
朝
食

、
６

時
過
ぎ

に
下
船

し
、
途

中
コ

ン
ビ
ニ

で
昼

食
・
飲
料
等

を
調
達

し
、
約

２
５
㎞
先

の
登

山
口

へ
向

う
。

 

 
登

山
口

(
ロ

ー
プ
ウ

ェ
イ

乗
場
下

)
に
７

時
半
頃

に
着

く
。

こ
こ

で
三
井

・

田
中

・
椎

木
ご

夫
妻

と
合

流
し

、
総
勢

２
５

名
が
集
結

し
た

。
 

 
山
麓
下
谷
駅

(
標

高
4
5
0
m
)
８

時
少

し
前

の
ロ

ー
プ
ウ

ェ
イ

に
乗

り
、
約

１

０
分

で
山
頂

成
就
駅

(
標

高
1
3
0
0
m
)
に

着
く

。
 

 
 

 
 

 

 
 

東
予

港
着
 

 
 

 
登

山
口

駐
車

場
に

て
 

 
山

麓
下

谷
駅

・
乗

車
前

 

 

此
処

か
ら
歩

い
て
約

２
０
分

で
石

鎚
成
就

社
(
標

高
1
4
5
0
m
)
へ

。
境

内
は
広

く
立
派

で
旅
館

も
４

～
５
軒

あ
る

。
こ

こ
で

本
日

の
安

全
登

山
祈
願

の
為

、

中
前
君
導
師

で
勤

行
を

行
う

。
祈
願

の
冒
頭

は
神

社
バ

ー
ジ
ョ

ン
か

、
そ

の

後
般
若
心
経

で
い
つ

も
と
違

う
様

だ
。

 
 

 
 

 
 

 

石
鎚

成
就

社
で

勤
行

 
 

石
鎚

成
就

社
・

記
念

撮
影

 
登

山
口

の
神

門
を

く
ぐ

る
 

 神
門

(
石

鎚
山

登
山

口
)
を

く
ぐ

り
、

こ
こ

か
ら

い
よ

い
よ

ス
タ

ー
ト

だ
。

い
き

な
り
八
丁
坂

と
呼

ば
れ

る
長

い
下

り
で
八
丁

だ
か

ら
約

１
㎞
近

く
在

る
。

帰
り

こ
れ

を
登

る
の

か
よ

と
思

い
つ
つ
進
む

。
 

遥
拝
所

の
鳥
居

を
く

ぐ
り
鞍
部

に
降

り
た

ら
、
ブ
ナ

林
の

中
の
急

登
木

段

道
が
始

ま
る

。
進
む

に
つ

れ
早

い
人

と
遅

い
人

が
あ

り
隊
列

も
長

く
な

る
。
 

最
近

は
、

行
仙

宿
・
持
経

宿
の
み

で
モ

ノ
レ

ー
ル

も
あ

っ
て

、
全

く
歩

い

て
い

な
い

の
で

か
な

り
し

ん
ど

い
。
先
頭

の
青

木
君

か
ら
試

し
鎖
下

に
着

い

た
と

無
線

が
入

る
。

す
ぐ

か
と

思
い
き
や

、
先
頭

と
相

当
離

れ
て

い
る
様

で

鎖
下
迄

に
１

５
分

以
上
要

し
た

。
 

試
し
鎖

の
前

で
は

、
す

で
に

上
っ

て
い

る
者

、
ど

っ
ち

か
迷

っ
て

い
る

者
、

捲
き

道
へ

行
く

者
と
様

々
だ

。
 

試
し

だ
か

ら
試

し
て
み

よ
う

と
取
付

く
、
直

ぐ
前

に
は

高
階

美
根

ち
ゃ

ん

が
上

っ
て

い
る

。
(
帰

っ
て
ガ
イ
ド

ブ
ッ

ク
を
見

た
ら

上
り

４
８
ｍ

、
下

り
１
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９
ｍ

と
あ

る
)
。

 

ご
つ

く
て

す
ご

い
鎖

、
運
搬
や
取
付

け
も

大
変

だ
っ

た
ろ

う
に

思
う

位
、

余
裕

が
あ

っ
た

が
、

上
る

に
つ

れ
濡

れ
た
岩

と
斜
度

も
き
つ

く
な

り
、
足

を

置
く

場
所

も
厳

し
く

な
る

。
前

の
美

根
ち

ゃ
ん

も
苦
労

し
て

い
た

が
、
苦
労

か
ら
ビ
ビ

リ
に
変

る
。
下

か
ら
靴
底

を
さ

さ
え

ス
テ

ッ
プ

を
確
保

し
て

あ
げ

る
、
や

っ
と

の
思

い
で
到

着
。

こ
こ

か
ら
横

々
と

思
い
き
や

又
、
厳

し
い
下

り
だ

。
や

っ
と
下

ま
で
来

た
が

、
こ

こ
で

も
青

木
君

が
下

か
ら

、
こ

こ
へ
足

を
置

け
、

そ
っ

ち
は
ダ
メ

だ
と
サ
ポ

ー
ト

し
て

い
た

。
 

鎖
は
両

手
に
頼

っ
た
強
引

な
登

り
方

を
真
似

し
て

は
い

け
な

い
。
両

手
で

ぶ
ら

さ
が

る
の

で
は

な
く

、
基

本
は
足

で
立

ち
つ
つ
補
助

と
し

て
両

手
を
使

い
、

安
定

を
維
持

し
な

が
ら
体

を
持

上
げ

て
い

く
。
鎖

は
「
三

点
支
持

」
の

一
点

と
あ

る
が

、
高
齢

者
・
非
力

な
者

・
女
性

は
無
理

し
な

い
こ

と
だ

。
 

 
 

 
 

 

 
試

し
鎖

前
分

岐
 

 
 

 
 

試
し

鎖
を

上
る

 
 

 
前

社
ヶ

森
小

屋
で

休
憩

 

 鎖
下

の
前

社
ヶ
森
小
屋

で
先

行
組

が
集

ま
っ

て
い

る
が

、
未

だ
７

～
８

人

少
な

い
。

上
を
見

る
と

大
江
親

子
が
下

り
の
鎖

に
取
付

い
て

い
る

。
下

か
ら

見
る

と
ハ
ラ
ハ
ラ

す
る

、
や

っ
と

全
員
集

合
。

 

試
し
鎖

の
通
過

に
３

０
分

以
上
要

し
た

だ
ろ

う
。
捲
き

道
を
来

た
佐

藤
さ

ん
は

、
大
休
憩

出
来

て
良

か
っ

た
と
喜

ん
で

い
る

。
 

こ
こ

か
ら
夜
明

(
夜
明

か
し

)
峠
迄

２
０
分

位
か

、
そ

の
後

は
一

の
鎖

(
3
3
m
)

を
パ

ス
し

て
捲
き

道
へ

。
木

の
階

段
を

登
り

、
１

１
時

も
過
ぎ
や

っ
と

山
頂

も
近

い
高
度

１
８

２
０
ｍ

の
立
派

な
公
衆

ト
イ

レ
前

に
着

く
。

も
う
少

し
だ

と
二

の
鎖

(
6
5
m
)
、
三

の
鎖

(
6
8
m
)
を
パ

ス
し

て
捲
き

道
へ

。
こ

れ
よ

り
斜
度

が
い

ち
だ

ん
と
増

す
。
ず

っ
ー

と
木
製

・
鉄

の
階

段
を

登
っ

て
来

て
疲

れ
も

ピ
ー

ク
だ

。
 

３
時

間
半

位
を
要

し
て

１
１

時
４

５
分
や

っ
と
弥

山
山
頂

に
着

い
た

、
あ

ー
あ

ー
し

ん
ど

か
っ

た
、

 

最
近
ず

っ
ー

と
雨

だ
っ

た
為

か
、
晴
天

と
は
言
え

な
い

が
雨

の
心

配
の

な

い
今

日
の

日
曜

日
は

、
数
百

人
の

登
山

者
で

山
頂

も
大
変
混
み

あ
っ

て
い

る
。
 

何
と

か
ス
ペ

ー
ス

を
確
保

し
、
未

だ
７

～
８

人
到

着
し

て
い

な
い

が
、
先

着
し

た
者

か
ら
昼
食

と
す

る
。

 

 
 

 
 

 

二
の

鎖
前

小
屋

 
 

 
 

 
山

頂
・

昼
食

休
憩

！
 

 
石

鎚
神

社
山

頂
記

念
撮

影
 

 昼
食

時
、

生
熊

さ
ん

の
ご
近
所

の
中
地

さ
ん

(
亀

の
子
会

)
が

登
頂

さ
れ

て

い
て

、
そ

の
方

か
ら
下

の
鎖

場
で

転
落

事
故

が
あ

っ
た
様

だ
と
聞

か
さ

れ
る

。
 

７
～

８
人
未

着
の

者
の

内
、
何

人
か
鎖

に
取
付

い
て

い
る

は
ず

、
ま

さ
か

我
々

の
ぐ

る
ー

ぷ
で

は
な

い
だ

ろ
う

か
心

配
に

な
り

、
無
線

で
最

後
尾

の
梶

野
氏

に
連
絡

を
す

る
。
我

々
の

ぐ
る

ー
ぷ

で
は

な
い

、
嬉

し
い

こ
と

に
一
旦

４
名

が
山
頂
断
念

と
の
連
絡

が
あ

っ
た

が
、

梶
野

、
中

前
氏

の
サ
ポ

ー
ト

も

あ
り

、
ま

も
な

く
全
員

登
頂

す
る

と
の
連
絡

が
入

る
。

 

椎
木

・
中

前
・

河
野
氏

ら
が

転
落

を
目
撃

し
て

、
高

い
イ
ビ
キ

を
か

い
て

横
た
わ

っ
て

い
た

。
山
頂

は
ガ

ス
が

か
か

り
ヘ

リ
が
飛
べ
ず

、
救
助

は
難

し
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い
だ

ろ
う

。
 

山
頂

で
は

、
ガ

ス
が

か
か

り
展
望

が
望

め
な

い
。
三
井

さ
ん

か
ら
銘
菓

・

塩
饅
頭

の
差

し
入

れ
が

あ
り

、
児

嶋
さ

ん
の
コ

ー
ヒ

ー
で

し
ば

ら
く
休
息

。
 

弥
山

山
頂

の
石
祠

で
、
中

前
君
導
師

で
勤

行
し

て
、
熊

野
修
験

の
「
碑
伝

」

を
奉
納

す
る

。
 

天
候

と
疲

れ
も

あ
り

、
天
狗
岳

登
頂

組
(
中

前
・
樋

口
・
前

田
・
竹

中
・
梶

野
・

青
木

・
生

熊
)
と
下

山
組

に
分

か
れ

て
行
動

す
る

事
に

な
る

。
 

下
山

組
は

、
１

３
時
過
ぎ

に
下

山
開
始

。
１

３
時

２
０
分
頃

、
天
狗
岳

で

の
勤

行
が

無
線

か
ら

流
れ

る
。

 

 
 

 
 

 

弥
山

・
石

祠
で

勤
行
 

 
天

狗
岳

山
頂

山
容

 
 

 
天

狗
岳

で
勤

行
 

 

夜
明
峠

で
小
休
止

後
、

前
社
ヶ
森
小
屋

に
着

く
と

、
警
察
帽

子
の
方

と
出

会
う

。
転

落
者

の
救
助

で
す

か
ご
苦
労
様

と
声

を
か

け
、
滑

落
を
目
撃

し
た

椎
木

さ
ん

を
紹
介

す
る

。
聞
き

た
い

事
も

あ
る

の
で

、
下

山
し

た
ら
西
条
署

の
交
番

に
立
寄

り
、
電

話
番
号

を
教
え

て
下

さ
い

と
お
願

い
さ

れ
た

。
 

天
狗
岳

組
は

、
夜
明
峠

で
小
休
止

と
の
連
絡

が
あ

り
、
八
丁
坂

手
前

で
追

い
着

い
た

。
 

石
鎚
神

社
中

宮
と

石
鎚

成
就

社
に

無
事
下

山
の

お
礼

の
勤

行
を

行
い

、
１

６
時

２
０
発

の
ロ

ー
プ
ウ

ェ
イ

に
間

に
合

う
よ

う
に
急

い
で

山
頂
駅

へ
。

 

駐
車

場
で
椎

木
さ

ん
と

お
別

れ
し

、
今

日
宿

泊
の
坂

出
市

の
瀬

戸
内
荘

へ

向
っ

た
。
坂

出
市

手
前

の
高
速

道
か

ら
の

飯
野

山
は

、
や
や
薄

く
ら

い
中

で

は
あ

る
が

、
本

当
に

存
在

感
の

あ
る

山
で

、
見

事
な

山
容

だ
。

 

予
定

よ
り
約

１
５
分
遅

れ
の

１
８

時
１

５
分

に
宿
舎

に
到

着
し

、
入
浴

後
、

１
９

時
３

０
～

２
１

時
迄

の
夕
食

・
懇
親
会

が
開

か
れ

た
。

 

梶
野
氏

は
、
徳

島
か

ら
和

歌
山

へ
渡

る
フ

ェ
リ

ー
の

出
港

時
間

の
関
係

か

ら
、
懇
親
会

に
は

参
加

し
帰
堺

し
た

。
 

 
 

 
 

 

夜
明

峠
小

休
止

 
 

 
 

 
成

就
社

・
売

店
前

 
 

成
就

社
で

下
山

勤
行

 
 

 

 
 

 
 

 
 

瀬
戸

内
荘

・
夕

食
懇

親
会

(
飲

み
放

題
)
 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

 
6
:
0
0
東

予
港
6
:
3
0
→
7
:
1
5
登

山
口
駐
車

場
→

山
麓
下
谷
駅
8
:
0
0
(
ロ

ー
プ

ウ
ェ
イ

)
8
:
1
0
成
就

山
頂
駅
→
8
:
3
0
石

鎚
成
就

社
8
:
4
5
→
9
:
4
5
試

し
鎖
分

岐

→
1
0
:
1
5
前

社
ヶ
森
小
屋
1
0
:
3
0
→
1
0
:
4
0
夜
明
峠
→
二

の
鎖
小
屋
1
1
:
1
5
→



 5 

1
1
:
5
0
石

鎚
神

社
山
頂

(
弥

山
)
1
3
:
1
0
→

(
石

鎚
神

社
～
天
狗
岳
往
復
約
4
0
分

)

→
1
3
:
5
5
夜
明
峠
1
4
:
0
5
→

前
社
ヶ
森
小
屋
1
4
:
3
0
→
八
丁
分

岐
1
5
:
0
5
→

1
5
:
4
0
石

鎚
成
就

社
1
5
:
5
5
→
1
6
:
1
0
山
頂
駅
1
6
:
2
0
→
1
6
:
3
5
登

山
口
駐
車

場

1
6
:
5
0
→
1
7
:
2
0
い

よ
西
条
I
C
→
1
8
:
1
0
坂

出
I
C
→
1
8
:
1
5
瀬

戸
内
荘

(
宿

泊
)
。

 

 

三
日
目

三
日
目

三
日
目

三
日
目
    
三
日

三
日

三
日

三
日
(( (( 月月 月月

)) ))     
曇
り

後
雨

。
飯
野
山
登
山

飯
野
山
登
山

飯
野
山
登
山

飯
野
山
登
山
とと とと
帰帰 帰帰
路路 路路
へへ へへ
    

昨
晩

は
飲
み
過
ぎ

で
頭

が
痛

い
。
７

時
か

ら
朝
食

、
８

時
に
ロ
ビ

ー
で
打

合
せ

を
し

て
、

登
山

口
の

飯
野
町

・
野
外
活
動

セ
ン

タ
ー

へ
向

う
。

 

山
の
少

な
い
香

川
県

に
あ

っ
て

、
こ

の
山

は
存

在
感

の
あ

る
山

だ
、

讃
岐

富
士

と
の
呼
び

名
の

あ
る
独
立
峰

で
、
見

事
な

ま
で

の
円
錐
状

の
山
姿

を
し

て
い

る
。

 

大
昔

、
ま

だ
人

が
住

ん
で

い
な

い
時
代

に
「

お
じ

ょ
も

」
と
呼

ば
れ

る
大

男
が

い
て

、
日

本
各
地

に
土

を
盛

っ
て

山
を
作

っ
た

そ
の

一
つ

だ
そ

う
だ

。

讃
岐

平
野

に
は

こ
の
種

の
山

が
多

い
が

、
そ

の
中

の
盟
主

と
言
え

る
だ

ろ
う

。
 

野
外
活
動

セ
ン

タ
ー
近

く
の
駐
車

場
に
止

め
た

が
、

月
曜

日
な

の
に
駐
車

場
は
ほ
ぼ

満
杯

で
、
親

し
ま

れ
健
康

の
た

め
に

登
っ

て
い

る
人

が
多

い
様

だ
。

頂
上

ま
で

２
２

０
０
ｍ

の
概
念
図

が
あ

り
約

１
時

間
位

か
。

 

 
 

 

野
外

活
動

セ
ン

タ
ー

Ｐ
 

 
出

発
前

の
記

念
撮

影
 

 
 

飯
野

山
登

山
口

 

 こ
の

山
は

国
有

林
の
様

で
、

ど
の

山
に

も
あ

り
が

ち
な
杉

・
桧

の
植

林
が

な
く

自
然

林
の

山
だ

。
略

山
腹

を
一
周

す
る

よ
う

に
登

る
登

山
道

で
、
所

々

展
望

の
良

い
場
所

が
あ

っ
て

、
平

野
・
市
街
地

、
た

め
池

、
瀬

戸
内

海
、

そ

し
て
瀬

戸
大

橋
も
見
え

る
。
急

登
も

な
く

１
時

間
５
分

で
飯

野
山

(
三
等

・
 

４
２

１
．

９
ｍ

)
に
立

っ
た

。
 

頂
上

は
広

く
薬
師
堂

、
不
動
堂

、
昭

和
天
皇

歌
碑

、
新
百

名
山

石
柱

も
あ

り
、
少

し
下

っ
た
所

に
は

「
お
じ

ょ
も

」
の
足
跡

も
あ

る
。

 

 
 

 

六
合

目
辺

り
小

休
止

 
 

飯
野

山
・
三

等
三

角
点

 
 

昭
和

天
皇

歌
碑

と
新

百
名

山
 

 こ
こ

で
も
喫
茶

児
嶋

が
オ

ー
プ

ン
、

い
つ

も
有
難

う
ご
ざ

い
ま

す
。

 

中
前
君

は
、

石
鎚

山
同
様

、
熊

野
修
験

の
碑
伝

を
納

め
て

い
る

。
今

年
８

月
「

山
の

日
」

に
、

山
上

さ
ん

が
登
拝

さ
れ

た
碑
伝

が
残

こ
さ

れ
て

い
た

。
 

 
 

 

飯
野

山
山

頂
に

て
 

 
 

不
動

堂
で

勤
行

 
 

 
 

 
喫

茶
児

嶋
オ

ー
ブ

ン
 

 



 6 

三
井

・
河

野
の
ご
両

人
は

、
石

鎚
山

は
数

回
登

っ
て

い
る

が
、

こ
の

山
は

始
め

て
で

、
我

々
は

石
鎚

が
メ
イ

ン
で

な
く

飯
野

山
が
メ
イ

ン
と

話
さ

れ
た

。
 

駐
車

場
に
戻

る
頃

に
は

、
小
雨

が
降

り
は
じ

め
る

。
丸
亀
市

で
本

場
さ
ぬ

き
う

ど
ん

の
昼
食

後
、
三
井

さ
ん

と
別

れ
た

。
 

イ
オ

ン
モ

ー
ル

で
買
物

を
済

ま
せ

、
雨

の
中

を
走

行
し
淡

路
S
A
で
休
憩

後
、

沖
崎
車

に
分

乗
の

田
中

・
青

木
氏

を
神

戸
麻
耶

で
降

ろ
す

。
 

各
車

合
流

の
泉

大
津
Ｐ
Ａ

へ
、
神

戸
市

内
を
抜

け
る

ル
ー

ト
に

よ
っ

て
３

０
分
強

の
到

着
時

間
差

が
あ

っ
た

。
こ

こ
で

河
野

・
佐

藤
さ

ん
と
別

れ
て

、

紀
の

川
S
A
で
軽

い
夕
食

後
、

石
橋

夫
妻

と
別

れ
る

。
 

雨
も
止
み

中
辺

路
道

の
駅

で
小
休
止

後
、
尾
鷲

・
海

山
組

の
奥
村
車

は
、

宮
井

大
橋

で
別

れ
て

帰
路

に
着

い
た

。
 

 

行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

瀬
戸

内
荘
8
:
1
5
→
8
:
4
0
野
外
活
動

セ
ン

タ
ー
Ｐ
8
:
5
5
→
9
:
5
5
飯

野
山

1
0
:
3
0
→
1
1
:
1
5
駐
車

場
1
1
:
3
0
→
1
1
:
4
0
昼
食

・
う

ど
ん
屋
1
2
:
2
0
→
1
2
:
3
0
 

イ
オ

ン
モ

ー
ル
1
3
:
1
5
→
1
3
:
2
5
坂

出
I
C
→
1
5
:
0
0
淡

路
S
A
1
5
:
3
0
→
泉

大
津

P
A
1
7
:
4
5
→
1
8
:
1
0
紀

の
川

S
A
1
8
:
4
0
→
1
9
:
4
0
上

富
田
I
C
→

中
辺

路
道

の
駅
→

2
1
:
1
5
新

宮
。

 
 

(
全
走

行
距
離
約

８
１

０
㎞

)
 

  一
、

当
初

９
月

上
旬

を
計

画
し

た
が

、
台
風
シ

ー
ズ

ン
で

も
あ

り
１

０
月

上
旬

と
し

た
。

９
月

は
ず

っ
ー

と
天
気

が
悪

く
、

実
施

日
の
天
気

予
報

も
台
風

が
近
づ
き

曇
り

か
雨

と
心

配
し

た
が

、
三

日
間

と
も
晴
天

と
ま

で
と

は
言
え

な
い

が
、
雨
具

も
着

用
す

る
こ

と
な

く
、
雨

と
台
風

の
「

す

き
ま

」
で
降

ら
れ

な
か

っ
た

事
は
ラ

ッ
キ

ー
で

あ
っ

た
。

 

二
、

石
鎚

山
は

２
５

名
、

飯
野

山
２

２
名

の
参

加
で

あ
っ

た
。

 

特
に

石
鎚

山
で

は
、
途

中
リ

タ
イ
ヤ

す
る

か
も
知

れ
な

い
と

の
申

出
が

あ
っ

た
が

、
皆

さ
ん
ガ

ン
バ

ッ
て

、
両

山
と

も
事
故

・
ト
ラ

ブ
ル

も
な

く
全
員

が
山
頂

を
踏

ん
だ

こ
と

は
、

大
変
嬉

し
い

こ
と

で
あ

っ
た

。
 

三
、

大
江
徳

子
ち

ゃ
ん

北
海

道
同
様

、
事

前
の
調
査

と
各
車

の
カ

ー
ナ
ビ

設
定
等

の
尽
力

に
よ

り
ス
ム

ー
ス

に
計

画
が
遂

行
さ

れ
感
謝

し
た

い
。

 

四
、
石

鎚
山

に
於

い
て
不
幸

に
も
鎖

場
で

の
転

落
死
亡

事
故

に
遭
遇

し
た

。
 

我
々

も
老
域

に
入

っ
て

い
る

、
山

行
も

又
作
業

も
「

安
全

第
一

」
で

あ

る
。「

事
前

の
情
報
収
集

」「
適
格

な
判
断
・
指
示

」「
自
分

の
体
力

」
等

々
、

常
に
緊
張

感
を
緩

め
て

は
い

け
な

い
「
他

山
の

石
」

と
し

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

 

五
、

帰
路

、
湯

川
一

郎
君

か
ら

転
落
死

の
方

は
、
職

場
の
先
輩

で
す

と
の

メ
ー

ル
が
入

っ
た

、
世

の
中
狭

い
も

の
で

あ
る

。
 

 

寄
贈
者

寄
贈
者

寄
贈
者

寄
贈
者
    

熊
野
修
験

(
高

木
亮
英

)；
金

一
封

(
五

千
円

)
。
玉
岡
憲
明
；
ビ

ー
ル

２
箱

。
 

椎
木

尭
・

佐
藤

宏
子

；
清
酒

(
４

合
瓶

)
。

石
橋

哲
郎

；
焼
酎

(
４

合
瓶

)
。

 

三
井

幹
雄

；
菓

子
箱

(
塩
饅
頭

)
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(
記

 
沖
崎

。
写
真

 
梶

野
・

川
島

)
 

                 



 7 

 石
鎚
山

石
鎚
山

石
鎚
山

石
鎚
山
、、 、、
三三 三三
のの のの
鎖
転
落
事
故
遭
遇

鎖
転
落
事
故
遭
遇

鎖
転
落
事
故
遭
遇

鎖
転
落
事
故
遭
遇
のの のの
顛
末

顛
末

顛
末

顛
末
 

 ニ
ュ

ー
ス

で
ご

存
知

か
と

は
思

い
ま

す
が

、
岡

山
市

の
男
性

が
三

の
鎖

で

転
落
死

し
ま

し
た

。
 

 
私

は
、

ぐ
る

ー
ぷ

の
最

後
尾

で
体
力

に
自

信
の

な
い
メ

ン
バ

ー
四

人
を
ひ

っ
ぱ

っ
て

い
ま

し
た

が
、

転
落
死

さ
れ

た
方

の
６

名
グ

ル
ー
プ

と
は

着
か

れ

離
れ
ず

に
二

の
鎖

ま
で

一
緒

で
し

た
。

そ
の

間
に
数

回
言
葉

を
交
わ

し
て

い

ま
す

。
 

 
二

の
鎖

手
前

で
、
先

を
行

っ
て

い
た

中
前

さ
ん

が
最

後
尾

に
加
わ

っ
て

く

だ
さ

い
ま

し
た

。
新

し
く

な
っ

た
二

の
鎖
小
屋

で
全
員

の
到

着
を
待

ち
、

こ

こ
で
待
機

す
る

か
、

登
る

場
合

は
鎖

場
を

通
ら
ず
捲
き

道
を

登
る

こ
と

、
そ

う
す

れ
ば
下

山
し

て
く

る
メ

ン
バ

ー
と
必
ず

出
会
え

る
こ

と
を
伝
え

て
、

中

前
さ

ん
と

２
人

で
二

の
鎖

を
登

り
始

め
ま

し
た

。
 

二
の
鎖

中
間
部

で
、
既

に
山
頂

に
到

着
し

て
い

る
先
頭

の
メ

ン
バ

ー
か

ら

「
三

の
鎖

で
転

落
事
故

が
あ

っ
た

よ
う

だ
が
我

々
の
仲

間
は

大
丈

夫
か
？

」

と
連
絡

が
あ

り
、
最

後
部

の
人

は
鎖

場
を

通
ら
ず
捲
き

道
を

登
っ

て
い

る
こ

と
を
告
げ

て
三

の
鎖

へ
向

か
い

ま
し

た
。
 

三
の
鎖

で
は

、
左

に
２

本
、
少

し
離

れ
た
右

に
１

本
の
鎖

が
あ

り
ま

す
が

、

右
側

の
１

本
の
鎖

の
基
部

か
ら

２
ｍ
程
離

れ
た

と
こ

ろ
に
男
性

が
仰

向
け

に

横
た
わ

っ
て

い
ま

す
。
誰

も
登

っ
て

い
な

か
っ

た
下

り
用

の
１

本
の
鎖

に
一

人
で
取
付

い
た

よ
う

で
す

。
 

単
独

で
登

っ
て

い
た

の
で

、
転

落
に
至

る
状
況

は
、

本
人

以
外
わ

か
り

ま

せ
ん

。
 

転
落

の
途

中
で
岩
角

に
数

回
当

た
り

、
基
部

で
ワ

ン
バ
ウ

ン
ド

、
２
ｍ
離

れ
た

場
所

で
停
止

し
た

よ
う

で
す

。
 

 
傍

に
は
男
性

の
奥
様

と
み

ら
れ

る
女
性
や

そ
の
仲

間
、

通
り

合
わ
せ

た
森

林
管
理

事
務
所

の
職
員

２
名

が
い

ま
し

た
。
 

 
管
理

事
務
所

の
職
員

は
、
警
察
や
消
防

の
連
絡

手
順
や
救
助
体
制

な
ど

を

説
明

し
て

い
ま

す
。
 

 
転

落
者

は
意
識

無
し

、
右
腕
肘

に
擦
過
傷

、
左
腕

は
お

か
し

な
方

向
に

向

い
て

い
る

以
外

は
、

大
量

の
出
血

も
認

め
ら

れ
ま
せ

ん
。

自
発
呼
吸

は
あ

る

が
イ
ビ
キ

を
か
き
始

め
て

い
ま

す
。
脳

に
損
傷

を
受

け
重
篤

な
状
況

で
あ

る

こ
と

は
一
目

で
わ

か
り

ま
し

た
。
 

転
落
男
性

の
奥
様

と
思
わ

れ
る
女
性

は
、
電

話
で
冷
静

に
住
所

、
氏

名
、

生
年

月
日

を
答
え

て
お

ら
れ

ま
し

た
が

、
男
性

の
状
況

を
正
確

に
認
識

さ
れ

て
い

た
か

は
定

か
で

は
あ

り
ま
せ

ん
。
 

 
山
頂
部

は
ガ

ス
が

か
か

っ
て

い
て

、
2
0
1
4
年

の
殉
職

事
故

の
後

、
ヘ

リ
の

飛
行
条
件

が
厳
格

な
運

用
と

な
っ

た
の

で
ヘ

リ
は
来

な
い

だ
ろ

う
と

、
管
理

事
務
所

の
職
員

は
教
え

て
く

れ
ま

し
た

。
 

 事
故

当
時

、
三

の
鎖

を
登

っ
て

い
た

当
ぐ

る
ー

ぷ
の
複
数

の
メ

ン
バ

ー
( 椎

木
・

中
前

ら
) は

、
転

落
を
目
撃

し
た

そ
う

で
す

。
 

 
あ

る
人

は
人

が
落

ち
て

い
く

の
を
認
識

、
あ

る
人

は
何

か
が

落
ち

た
の

を

見
た
様

で
し

た
。
多
数

の
人

が
鎖

に
取
付

い
て

い
ま

し
た

が
、
そ

の
場

か
ら

動
け

な
く

な
っ

た
人
や

、
登

る
の

を
止

め
て
降

り
た

人
も

い
た

よ
う

で
す

。
 

 
広

島
の
椎

木
さ

ん
は

、
人

が
落

ち
て

い
く

の
が
判

っ
た

の
で

、
鎖

を
降

り

て
行

っ
た

そ
う

で
す

。
 

 
下

で
は

ち
ょ

う
ど

登
っ

て
き

た
白
装
束

の
石

鎚
講

の
４

名
が

、
警
察

と
消

防
に
電

話
連
絡

、
居

合
わ
せ

た
看
護
師

の
方

が
転

落
者

の
気

道
確
保

を
さ

れ

た
よ

う
で

す
。
 

 
こ

の
状
況

で
は

、
何

も
出
来

る
こ

と
が

無
い

の
で

１
０
分
ほ

ど
で
現

場
を

離
れ

て
山
頂

に
向

か
い

ま
し

た
。
 
 

  
下

山
を
始

め
て

す
ぐ

に
救
急
車

の
サ
イ

レ
ン

が
遠

く
に
聞

こ
え

ま
し

た
。

土
小
屋

の
方

か
ら

で
す

。
 

 
三

の
鎖

で
は

転
落

者
の
仲

間
が
心

配
そ

う
に
待

っ
て

い
ま

し
た

。
救
急
車

の
サ
イ

レ
ン

が
聞

こ
え

た
こ

と
、

２
時

間
以

内
に
救
急
隊

は
到

着
す

る
こ

と

を
伝
え

て
急
ぎ
下

山
し

ま
す

。
こ

の
時

点
で

事
故

が
起
き

て
か

ら
２

時
間
ほ

ど
経
過

し
て

い
ま

し
た

。
大
き

か
っ

た
イ
ビ
キ

の
音

は
全

く
聞

こ
え

ま
せ

ん
。
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 一
の
鎖
下

で
登

っ
て

く
る
西
条
署

の
山
岳
警
備
隊
員

３
名

と
出
会

い
ま

し

た
。
「
ご
苦
労
様

で
す

」
と

声
を

か
け

、
転

落
者

の
状
況

を
伝
え

ま
し

た
。
 

 
転

落
直

後
に

す
ご

か
っ

た
イ
ビ
キ

が
、
下

山
時

に
は

全
く
聞

こ
え

な
か

っ

た
こ

と
、
既

に
死
亡

し
て

い
る
可
能
性

が
高

い
こ

と
な

ど
を
説
明

、
全
員

２

０
代

前
半

の
若

い
隊
員

で
す

が
、
礼
儀

正
し

く
「

あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し

た
」

と
お
礼

を
言
わ

れ
て

、
速
足

で
登

っ
て

い
き

ま
し

た
。
 
 

 
す

ぐ
後

を
隊
長

か
と

思
わ

れ
る

３
０
代

位
の
隊
員

が
登

っ
て
き

ま
し

た
。

こ
こ

で
も

転
落

者
の
状
況

を
簡
単

に
説
明

。
そ

の
後

、
前

の
４
隊
員

と
は
少

し
体
型

が
違

う
西
条
署

の
職
員

が
登

っ
て
き

ま
し

た
。
背

中
に

は
長
方
形

の

箱
状

の
荷
物

を
背
負

っ
て

い
ま

す
。
 

前
述

の
４

名
は

登
攀

用
具

な
ど

を
携
え

て
い

ま
し

た
が

、
こ

の
人

は
箱

だ

け
で

し
た

。
検
証

に
必
要

な
機
材

な
の

か
も

、
と

思
い

ま
し

た
。
 

 

ヘ
リ

の
音

が
聞

こ
え

て
き

ま
し

た
が

、
山
腹

に
近
寄

っ
て

は
来
ず

、
報

道
の

ヘ
リ

だ
と
判
断

し
ま

し
た

。（
F
N
N
 
系

の
ニ
ュ

ー
ス

で
映
像

が
使
わ

れ
て

い

ま
し

た
）
 
 

以
上

が
転

落
事
故
遭
遇

の
顛
末

で
す

。
 

 

人
間

の
生

存
本
能

は
す
ご

く
て

、
転

落
の
衝
撃

で
脳

の
働
き

が
ほ

と
ん

ど

停
止

し
て

も
、
損
傷

の
な

い
心
臓

の
動
き

を
維
持

し
よ

う
と

、
呼
吸

を
大
き

く
し

て
イ
ビ
キ

の
よ

う
な
音

を
出

し
ま

す
。
最

初
は
小

さ
な
音

で
す

が
、
徐

々

に
大
き

く
な

り
、
三

の
鎖

上
部

で
も
聞

こ
え

る
ほ

ど
で

し
た

。
 

こ
の
イ
ビ
キ

が
聞

こ
え

な
く

な
っ

た
時

が
命

の
火

が
消
え

た
時

で
し

ょ
う

。
 

こ
の

事
故

で
は

、
皆

の
話

か
ら

高
さ

が
一
〇
ｍ

を
越
え

た
位
置

か
ら

落
ち

た
可
能
性

が
高

く
、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

で
脳

の
損
傷

を
防
げ

た
か

は
わ

か
り

ま
せ

ん
が

、
５
ｍ
程
度

の
高

さ
だ

と
ヘ

ル
メ

ッ
ト

は
充
分

に
機
能

す
る

と
思
わ

れ

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
( 記

；
梶

野
) 

  

 追
記

追
記

追
記

追
記
 

３
日

の
帰

路
、

彦
根
市

・
湯

川
一

郎
君

か
ら
沖
﨑
氏

の
携
帯

に
メ

ー
ル

着

信
が

あ
り

、
転

落
死

し
た
方

は
、
同
じ
会

社
の
岡

山
造
幣
局

ぐ
る

ー
ぷ

で
、

年
令
６

２
才

の
先
輩

で
知

っ
て

い
る
方

と
の
連
絡

が
あ

り
、
ビ

ッ
ク

リ
し

た
。
 

全
く

無
関
係

と
思

っ
て

い
ま

し
た

が
、

思
わ
ぬ
つ

な
が

り
で
世

間
は
狭

い

と
痛

感
し

ま
し

た
。
 

    

 
 

 
 

 
 

 

   


